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混雑と待ち  

判倉昔情（221真）   

「いたるところで効率化が声．宇J；に叫ばれている今，人  

間の心情的な意味でも，混雑の緩衝材を確保するため  

にも，『」ゆとl）．n の人りノさば、j二り通していきたいもの  

だと思う」とのメッセージは考えさせられる．   

最後に，難しい数′、iキを使わずに平易に苦かれている  

ことい特長として挙げておきたい．「なるべく数学を  

使わず，i【上l二感r畑こ議論をするように心がけた」という  

拝者らの∴葉どおり，計121ページにわたるl柿平部分  

では，わずかに14の簡単な数式がHてくるだけであ  

り，非常に読みやすく，わかりやすい．いや，数式が  

少ないから読みやすいということだけではなさそうで  

ある．1iii述のとおり，普段の／巨ナ占で見過ごしている現  

象を「混雑と待ち」という観点で浮き彫りにしながら  

読み進むことができるよう随所に1二夫がなされている  

ことも，本吉を読みやすくしている理由であろう．   

本宮烏，人きく分けて第1せから第4華までのliij半  

部と，残りの後半部から構成されている．  

1河γ部では，さまぎまむ混雑現象の－糾列を取り卜げ，  

それらをiミとして「流人」と「流山」の観点から眺め  

て議論している．特長として．ミじしたとおり，多岐にわ  

たる分野のJ糾列がふんだんに雌り込まれている．   

後、柑l；では，前半部で取り上げた話題のうち，数理  

r畑こもう少し掘り 卜げてみると仙′いものをいくつか  

選び，それをやさしい数′、予を使って説明してある．こ  

こまで読み進めれば，比較的1肛単なモデルにより，単  

なるl軋感では得られ惹いl！り題の本質を理解でき，適切  

な対応策がキ〔手J）れる，ということを′夫感できる．   

ORに精通した方々にとっても，新たな発見や．；忠誠  

が得られ，研究の幅を拡げる仁でも人変役立つ良書で  

ある．また，・打倒に′、；ご‥ぶ， 現象の本質を捉えその偵理  

原則を比出す，といったオペレーションズ・リサーチ  

の基本，根本を振り返り，見つめl自：すことができると  

ノ巴、う．また，ORに馴染みのない一一般の方々にとって  

も楽しく読めて，有用な苦として是非とも推薦したい．  

（ili野秀明）  

本誌の読苫は，「混雑と待ち」というタイトルから  

「待ち行列理論の人門吾」と想像されるのではないだ  

ろうか．本二．1；二は，確かに本シリーズにおける待ち行列  

関連分野の入門編という位茜づけではある．しかし，  

そのl人ー柳よIl常的に経験するさまぎまむ混雑現象を  

諸外l圭Ⅰも含めて始めて統一一イ仙こ扱ったこれまでにない  

まったく節しいタイプの荘重な．‡；二と∴える．   

その特長は，（1）混雑と待ちに関わる非常に幅広い  

分野を取り扱っていること，（2）統一一的なアプローチ  

で混雑現像の本質を明らかにしていること，（3）現象  

の解明に留まらず，具体的なi昆稚解消策もホしている  

こと，（4）雉しい数′｝ア：を使わずに、ド捌こ苦かれている  

こと，にあると思う．   

第一一の持去は，非常に幅広い分野から混雑現象を耽  

り 卜げて紺介している∴一、（である．行列のできる店から  

始まり，交通・通ぃ・計算機・流通などの分野に留ま  

らず，環境1肛越や八■拝の停滞そど，′夫に多岐にわたる  

分野の事例をホしており，こんなことまで混雑現象と  

して捉えることができるのかとl称じ、させられてしまう．   

次に，現象の本質に対して深い洞察を加え，広い意  

味での混雑現像を統合して論じていることが，第二の  

特長として挙げられる．叶剛畑こ変軌する流人擢と流  

山量とのバランスにi主【Jし，必要ならばそのl封のバッ  

ファで調整をはかる，これを「流人【流骨．グラフ」で  

理角草する，という統一的なアプローチで，さまぎまな  

i昆雉現象の本質を浮き彫りにしている．さらには，よ  

り細かくランダムな時‡昌川くノ変動に対処するための，確  

率的なモデル解析の基本的な考えノノも鋸一介している．   

節三の特長は，混雑現象を統一イ1勺に解fl月するだけで  

なく，混雑を解消するための具体rl与なノノ策についても  

解説している点である．ランダムネスが混雑のjミ要因  

となっている待ち行列里の混雑現像に対しては「負荷  

を減らし，ランダムネスを少なくする」ための代休的  

なノノ策もホしている．またヂ匪苦らは，「なんと．ト）て  

もi昆雑緩和の決め丁は U】ゆとり』である」と．挽く．  
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